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Ⅳ-20 実棚確定処理 
ｃｚ 

実棚確定処理の役割 
 

実棚確定処理は、拠点別に実棚を確定させて在庫に実棚数を反映させる処理となります。 

差異は棚ロス明細として各帳票に反映されます。 

この処理を行うことで実棚明細が実棚履歴となります。また棚卸日の設定もクリアされます。 

 

 

実棚確定処理画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 
 

①項目移動について 

項目移動は  Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

 

 

 

 

 

 
 

※実棚をとって

いない拠点は実

棚確定処理対象

外です。 

 

※実棚確定処理

を 行 っ た 時点

で、実棚数が帳

棚数として置き

換わります。 

 

※実棚確定処理

を行うとデータを

元に戻すことは

できません。 

 

※【棚卸日設定】

の「棚卸実施日」

「棚卸確定日」に

日付が入力され

ていて、「棚卸確

定」項目にチェッ

クが入っている

拠点のみ実棚確

定対象となりま

す。 

 

※実棚確定処理

を行っていない

と、販売管理の

月次更新処理を

行うことができま

せん。棚卸日の

チェックをはずす

か、実棚確定処

理を行ってくださ

い 
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操作方法 

1. 確定 

 実棚数で在庫を置き換える拠点に[確定]のチェックをつけます。 

 スペースキー、またはクリックでチェックをつけることができます。 

2. 倉庫店舗名 

 画面表示時に在庫管理対象（取引先区分 0～3）の得意先で、実棚明細が存在し、【棚卸日設定】で 

 「棚卸確定」にチェックが入っている得意先が一覧表示されます。 

3. 棚卸日 

 【棚卸日設定】での設定日付が初期表示されます。設定がない場合は当日日付となります。 

 棚卸日を変更する場合、は棚卸日を西暦年から入力します（2018 年 5 月 8 日場合、180508 又は 20180508）。 

 ※月次更新済み月度の日付は変更不可。 

4. 帳棚数 

 （コンピュータ現在庫）は棚卸日時点の現在庫数が表示されます。 

 棚卸日が変更された場合、帳棚数を再計算して再表示します。 

5. 実棚数 

 棚卸日に関係なく存在する全ての実棚明細の集計で表示されます。 

6. 差異 

 [実棚数－帳棚数]で表示されます。 

7. 全選択 全解除ボタン 

 全倉庫店舗の確定チェックを一斉に設定できます。 

8. 更新ボタン 

 内容を確認し、間違いなければ更新ボタンをクリックします。 

 

※更新時に差異が棚ロス明細として作成されます。同時に実棚明細は実棚履歴となります。 

※更新後【棚卸日設定】の棚卸日の設定がクリアになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 中止ボタン 

 初期表示に戻す場合は中止ボタンをクリックします。 

10. 終了ボタン 

 終了する場合は終了ボタンをクリックして出荷管理メニュー画面へ戻ります。 


